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平成16年度(2004年度) 

当 初 予 算 に つ い て 

 
１．基本的な考え方 
  本市の財政は、危機的状況に直面しており、昨年１０月、財政非常事態を宣言し、抜

本的な財政改革に取り組む決意を表明した。 
  こうした中、平成１６年度（２００４年度）の当初予算編成に当たっては、予算要求

基準として、生活保護費や公債費など特定経費を除き、施設の管理運営経費は、対前年

度比マイナス７％、その他の経費は対前年度比マイナス３０％と、過去に例を見ない厳

しい基準を設定した。 
  その上で、義務的経費や投資的経費を含む全ての経費について、聖域なく、あらゆる

視点からゼロベースで徹底した見直しを行い、歳出削減に取り組むとともに、歳入面に

おいても、収納率の向上による税収等の確保や受益者負担の適正化などについて、積極

的に取り組んだ。 
  このように、平成１６年度（２００４年度）当初予算は、現在の危機的な財政状況を

克服し、新たな市民ニーズに的確に対応し得る弾力性のある健全な財政体質を確立する

よう、抜本的な財政改革を進めるとともに、限られた財源を有効に活かし、市民ニーズ

を踏まえながら、真に必要な施策への投資の重点化を図り、未来の世代に誇れる都市づ

くりを計画的に実施していくよう編成した。 
 
２．財政改革の予算への反映状況 

区     分 金     額 

歳 出 削 減  ３４７億８，５８２万２千円 

事 務 事 業 の 見 直 し １６億３，３５６万１千円 

内 部 管 理 経 費 等 の 削 減 ２１億７，１９４万６千円 

補 助 金 の 一 律 カ ッ ト １億１，５３２万２千円 

人 件 費 の 見 直 し １７億６，４９９万３千円 

 
投 資 的 経 費 の 縮 減 
（昨年７月の中期財政収支見通しからの縮減額） ２９１億円 

歳 入 確 保 ２７億９，１８５万８千円 
使用料・手数料の設定・改定 
（ 通 年 ベ ー ス の 増 収 見 込 み 額 ）   ２７億７，２７４万１千円 

 入 湯 税 の 新 設      １，９１１万７千円 

合      計  ３７５億７，７６８万円 
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３．中期財政収支見通し(平成１５年(２００３年)７月)と当初予算との比較 
[平成１６年度]                          （単位：億円） 

区   分 
中期財政収支見通し① 

(大規模プロジェクトなどをすべ

て予定どおり実施する場合) 
当 初 予 算 ② 差  引②－① 

消 費 的 経 費 ２，８４０ ２，８０７ ▲３３ 

人 件 費 ８７３ ８４３ ▲３０ 

物件費・維持補修費 ７０３ ６７７ ▲２６ 

扶 助 費 ８９６ ９３２ ３６ 

 補 助 費 等 ３６８ ３５５ ▲１３ 

投 資 的 経 費 １，２０９ ９１８ ▲２９１ 

公 債 費 等 ９０４ ８４０ ▲６４ 

そ の 他 ８３９ ７５７ ▲８２ 

歳 
 
 
 

出 

（
Ａ
） 

計 ５，７９２ ５，３２２ ▲４７０ 

市 税 １，９０９ １，９３７ ２８ 

地 方 譲 与 税 等 ３２３ ３５０ ２７ 

地 方 交 付 税 ５００ ４８０ ▲２０ 

国 庫 支 出 金 ８９５ ８７９ ▲１６ 

市 債 ７３０ ５１１ ▲２１９ 

うち臨時財政対策債 ２５０ １９０ ▲６０ 

うち減税補てん債等 ２９ ４１ １２ 

 う ち 通 常 分 ４５１ ２８０ ▲１７１ 

そ の 他 １，１８９ １，１６５ ▲２４ 

歳 
 
 
 

入 

（
Ｂ
） 

計 ５，５４６ ５，３２２ ▲２２４ 

差引額（Ｂ）－（Ａ） ▲２４６ ０ ２４６ 

 
４．大規模プロジェクト等の予算措置状況 

（単位：億円） 

区   分 
中期財政収支見通し①
(大規模プロジェクトなどをす

べて予定どおり実施する場合)

当 初 予 算 ② 差  引②－① 伸び率 

大規模プロジェクト ８３３ ５６６ ▲２６７ ▲３２％

 うち義務的償還負
担金以外のもの ５２４ ２３７ ▲２８７ ▲５５％

国施行道路整備事業

負担金 ５３ ４４ ▲９ ▲１７％

一般整備・一般補修 １０９ １０８ ▲１ ▲１％

上 記 以 外 ２１４ ２００ ▲１４ ▲７％

合   計 １，２０９ ９１８ ▲２９１ ▲２４％
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５．財政構造の改善 
 
 ① 市債残高 

  ○ 将来世代に過度の負担を残さない財政運営を目指し、新たな借入れは抑制 

   １５年度：３９８億円(通常分)⇒１６年度：２８０億円(通常分)＜▲１１８億円、▲２９．６％＞ 

  ○ 市債の実質残高は１７３億円減少（15年度末残高：8,334億円⇒16年度末残高8,161億円） 

 

 ② 財政調整基金 

  ○ 将来にわたり安定的な財政運営を行うため、財政調整基金の取崩しを抑制し、基

金残高を確保（年度当初に基金のほぼ全額を取り崩す財政運営を改善） 

   １６年度末基金残高見込み ５１億円 

 
 ③ プライマリーバランス 

○ 世代間の受益と負担の関係を表すプライマリーバランスは１９２億円（臨時財政

対策債の影響を考慮する場合は３８２億円）の黒字を達成（別紙１） 
 
６．平成１６年度（２００４年度）予算の重点施策 
  別紙２のとおり 


